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【特別企画】トンボ新春座談会
～ みんなで言いたい放題 ～

(銀太郎） はじめに、花と緑、野菜、生きものをキーワードにして、皆さんの

　　　　　　今年の抱負を自由にお話ください。

(シオ爺)　花と緑についてだけど、冬でも花いっぱいにできないものかね？

１年中、花が溢れる素敵な地域のオアシスにしたいと、わしは

　　　　　　思うんだがね。　　　　　　　　

シオカラトンボのシオ爺とショウジョウトンボのショウ坊は
汐入小学校の生徒が描いたイラスト、アカネちゃんは横浜
市京浜の森づくり事業のマスコットキャラクターです。

　新しい年を迎えて、トンボの皆さんによる座談会を開催しました。
司会は銀太郎です。

(銀太郎)　おやおや、気になることがたくさん出ましたね。抱負というよりも

　　　　　　 課題が多いようですけれど。

(シオ爺)　花については、一年草に替えて多年草や宿根草を上手に植えていくことで、植替えの

　　　　　　手間と費用を減らすことが大切らしいね。

(ショウ坊)　土づくりのためには、腐葉土を上手に使ったり、年間をとおした計画的な作業が必要

　　　　　　だよね。

（アカネちゃん）　昨年2月にやったカイボリの効果を評価することも必要ね。

　　　　　　　　　　良かったこと、改善すべきことを整理したいです。

(銀太郎)　皆さんから伺ったお話をファンクラブメンバーなどと相談して、より良い活動につな

　　　　　　げてもらいましょう。本日はありがとうございました。

(ショウ坊)　野菜ですが、このごろ、サヤエンドウやゴーヤがうまく育たない

　　　　　　　のはどうしてなの？やっぱり基本の土づくりが大事だと思うんで

　　　　　　　すが。

(アカネちゃん)　わたしはトンボ池の生きものが心配だわ。アオミドロが池

　　　　　　　　　　いっぱいに繁茂してしまったようだけど、ほかの生きものたち

　　　　　　　　　　は元気なのかしら？



活動予定　　 ※雨天は１週間延期

　今月 ：　１月２４日（土）　１０時～１２時
　来月 ：　２月２８日（土）　１０時～１２時
事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！

 

京浜の森ロゴマーク
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【シリーズ】　　トンボみち の 仲間たち

１２月２７日（土）のファンクラブ活動の様子です。　 （撮影：柴田代表）

公式ホームページをご覧ください

ファンクラブのみなさん

トンボ池周り
の清掃

正門の正月飾り 裏門の
松飾り

聖護院大根と
白菜の収穫

茅の輪くぐり みんなでいっしょに年越しそばを
いただきました。２０１５年も良い
年になりますように！

【連載④】トンボ百科　～ あなたもかなりトンボ博士? ～

今回はトンボと環境の関りについて､トンボ博士がズバリお答えします｡

③なぜ、トンボは大切か
Ｑ１．トンボはどうして環境を守るのか？

　　　都市の学校や公園、あるいは京浜地区の事業所でも多くのトンボ池が設置されている。いろいろいる昆虫

　　 の中で、なぜトンボが注目されるのか。これはよく理解しておかなければならない。しばしば単にかわいい

　　 とか、奇麗だとかいうだけで人気のある生き物だけが保護されるという傾向が見受けられるからだ。

　　　トンボは人々の郷愁をさそい親しみのある昆虫であることは間違いないし、それは都市自然再生を考える

　　 うえで大切な要素の１つだ。また、環境の変化に敏感で、人々の環境努力にすぐに反応して出現してくれる

　　 ため、市民活動としてやりがいを得やすい。また、幼虫期は水域を、成虫期は草原や森林などの陸域を生活

　　 の場としているため、複合的な生態系の環境指標生物となりうることが期待できる。種によって微妙に環境

　　 選択が異なることも生物多様性と関係して重要だし、生涯を通じて他の生物との関係が濃密であることに

　　 より、特定の種にしぼった保護活動であっても多くの生物全体の保全につながると考えられている。

　　（文責：田口正男農学博士）

※この「トンボ百科」は、横浜市環境保全協議会発
行の「かんきょう横浜」から転載しています。

Ｑ２は２月号に続きます。


